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新しい学校の基本設計を行いました。

１．基本設計とは

基本設計は、基本計画におけるイメージが実際に

どのような形になるかの検討を行い、改築事業の概

要を決めるものです。学校建設に必要となる基本的

な事項（スケジュール、建物等の配置、外観デザイ

ン、教室等のレイアウト等）について設計し、今後

の実施設計や工事のベースになります。

２．学校関係者による設計検討会を開催

基本設計において広く関係者の声を反

映するため、地域・PTA・学校・教育委

員会の代表者１４人で構成する「城山中

学校改築設計検討会」を開催しました。

検討会では設計に関して参加者から様

々な視点で多数の意見が出され、新しい

学校づくりに向けて活発な議論が行われ

ました。

３．今後のスケジュール

基本設計における今後の事業スケジュールは以下のとおりです。新校舎については令和４年７月に

着工し、令和６年１月頃から供用を開始する予定です。その後、現在の校舎の解体工事及び新しいグ

ラウンド等の整備を行います。事業全体の完了は令和７年度となる見込みです。

回数（開催日） 内容 参加者

第１回（8/5） 事業者提案内容の説明 ・吉武、赤間、赤間西地域代表 各２名

・城山中学校PTA代表 ２名

・城山中学校教職員代表 ４名

・宗像市教育委員会代表 ２名

第２回（9/2） 校舎体育館平面計画について

第３回（10/7） グラウンド等外構配置について

第４回（11/4） 基本設計全般について

■ 設計検討会開催内容
■ 城山の山並みを際立たせる外観

水平ラインを強調した外観形状とし、城山の山並み

を際立たせ、豊かな自然を感じられるデザインに。

■ 地域に馴染む素材の選定

外壁仕上には白をベースに瓦風タイルと木目調ルー

バーを用い、赤間宿の白壁や格子窓を思わせる和の

イメージとし、歴史ある地区に馴染むデザインに。

■ ４階建ての校舎に対応したデザイン

周囲への圧迫感軽減のため、高層部はシンプルな

構成としつつ低層部と分け、また、１階の職員室や

地域連携室の視認性を高めるデザインに。

ふれあいコモンのイメージ

※外観イラストはイメージです。今後変更となる場合があります。

工程
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校舎建設期間
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外構工事期間

基本設計
6ヶ月

17ヶ月
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事前撤去
準備工事

全
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新校舎使用開始
(グラウンド等随時使用開始)

実施設計等
6ヶ月

擁壁造成等
8ヶ月 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ等

6ヶ月

４．基本設計の概要

メイングラウンド
外周には防球ネット
とランニングコース
を設置

現在のグラウンド側に新校舎を建てます。今後の実施設計において詳細な

配置を詰めていく予定です。

令和２年３月に策定した「城山中学校改築基本計画（整備コンセプト：歴史・文化・人がつながる

城山中学校）」を基に、基本設計が完了しましたので、その概要をお知らせします。

現在

現在敷地内の地面高低差
を解消（校舎・グラウン
ドを同じ地面高に）

歩行者の主な動線

車の主な動線

《建物等の配置図》

《新校舎の外観デザイン》

ふれあいコモンのイメージ
は左のイラスト参照

設計検討会の様子

ﾛｰﾀﾘｰ等
5ヶ月

（目線の高さで）南西側から見た外観イメージ

南側から見た外観イメージ

通用口②

通用口①

正門・ﾛｰﾀﾘｰ

通用口①は
必要時のみ
使用

既存武道場は改修し、
室内運動施設として転用

通用口②（現在の正門）は、
歩行者・自転車専用で使用

サブグラウンドは必要時には
駐車場等で地域開放利用が可能

瓦風タイル

木目調ルーバー

城山

水平ラインを強調した伸びやかなデザイン

木目調手摺
（格子風）

職員室の外壁は温かみのある仕上げに

（圧迫感
を軽減）

低層部

高層部

地域連携室の外壁を木質化

白壁

来校者玄関をやさしい木目調素材に



≪お問い合わせ先≫

宗像市教育委員会学校整備プロジェクト室

Tel：36－9610 Fax：37－1525

Mail：gakkoseibi@city.munakata.fukuoka.jp

※ 各室内部の詳細な仕様は、教職員や生徒等学校利用者の

意見を取り入れながら、今後の実施設計で決めていきます。

校舎中央に屋外ステージ広場

図書館に隣接したメディア
センター（一体的利用）

昇降口上は２階まで吹抜

２階に体育館（アリーナ）

ふれあいコモンから直接
２階アリーナへアクセス可

南側に普通教室

２階西側に特別支援教室

各階に教師ステーション設置

心身配慮型トイレ

屋外ステージ広場の上部は吹抜

各階の廊下に手洗場と収納を複数設置

屋上スペースは太陽光発電等
有効活用予定

各階に生徒交流用のワークスペースを配置（将来の増室に対応）

1階

2階

３階

４階

着色部が地域開放する施設として想定するエリア

校門・グラウンドを見渡せる職員室 外部からアクセスしやすい場所に
地域連携室を設置

グラウンド側に保健室

多目的室・武道場は避難所として利用可
能（１階設置によりバリアフリーに）

◀生徒昇降口

《新校舎の平面図（教室等のレイアウト）》

※ 基本設計の内容（上記概要の詳細情報）については、

市ホームぺージにて公開しています。

ふれあいコモン

（多目的室・地域連携室
と一体的利用が可能）

◀正面玄関

校舎・体育館の中央にエレベーター設置

３・４階の北・西側に特別教室
（理科室や音楽室等）を配置

クールダウンスペース（ＣＤ）

バリアフリートイレ（ＨＷＣ）

◀地域開放玄関

２階のアリーナ玄関の
上部を覆うルーフ

◀アリーナ玄関

地域や保護者、大学、各種団体
等との連携を想定し、地域連携
室や多目的室を新たに整備


